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◼ JERAパワー武豊合同会社は、株式会社JERAの出資により2019年12月に設立

◼ 設備はJERAパワー武豊合同会社が所有し、発生した電力は全量を株式会社JERAに供給

◼ 発電所の運転保守業務は、JERAパワー武豊からJERAに委託

１．発電所および事業の概要

①事業の概要

株式会社
JERA

JERAパワー武豊
合同会社

出資

設備の所有者

電力
供給

運転保守を委託
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◼ 燃料には石炭と木質バイオマス※1を使用、環境性と経済性の両立を目指した高効率な発電所

１．発電所および事業の概要

②設備の概要

【燃料】

項目 内 容

運転開始 2022年8月

出力 107万kW

熱効率※2 46%

年間
使用量

石 炭 ：約240万t

木質バイオマス：約50万t
（バイオマス比率：17%）

〈石炭〉

〈木質バイオマス〉 ※2 低位発熱量

※1 認証を受けた森林等から調達した木材を、細かく砕いてから固めた3～5cm程度の粒

【設備概要】
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5１．発電所および事業の概要

③発電の仕組み
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6１．発電所および事業の概要

④配置図
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◼ ボイラ：粉砕した石炭・木質バイオマスを燃焼させ、高温・高圧の蒸気を発生

◼ バンカ：ボイラ前には、石炭・木質バイオマスを一時的に貯蔵するバンカ※を設置

１．発電所および事業の概要

⑤ボイラ

＜ボイラ外観＞ ＜防音壁がない状態（建設中）＞

※ Aバンカ：木質バイオマス用 B～Fバンカ：石炭用

防音壁
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8１．発電所および事業の概要

⑥燃料搬送の仕組み

ボイラ防音壁

中継タワー

屋内式貯炭場

バンカ（６基)

微粉炭機

ボイラ

ベルトコンベヤ
（２条）

ボイラで燃焼
するために、

空気と
混ぜて
燃やす 微粉炭機で

細かく粉砕
（石臼のような装置）

運搬船

投炭装置

※事故前の設備構成

石 炭 木質バイオマス

※別々に貯蔵、運搬
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◼ 火災事故（爆発）が起きた場所：木質バイオマスを一時的に貯蔵するAバンカ付近

◼ 初動対応：火災事故に対し、約５時間で鎮火

◼ 損傷範囲：設備は赤枠の範囲内が損傷、なお人身災害はなし

２．事故概要

①損傷範囲

損傷範囲

Aバンカ付近

矢視
Aバンカ上部の損傷
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◼ 事故調査委員会：徹底的な調査・分析に基づく原因追究と再発防止を実施するため設置

◼ メンバー：社外有識者や、オブザーバーとして監督官庁も参加

２．事故概要

②事故調査体制

区分 社 名 役 職

委員長 （株）JERA 取締役副社長執行役員

委員
（社外）

名古屋大学 未来材料・システム研究所 教授

三菱重工業（株） SPMI事業部 副事業部長

IHI運搬機械（株） 運搬システム事業部 理事 生産統括部長

委員
（社内）

（株）JERA 執行役員 O&M・エンジニアリング運営統括部長

（株）JERA O&M・エンジニアリング技術統括部長

JERAパワー武豊合同会社
（株）JERA

代表職務執行者
武豊火力発電所長

オブザーバー 経済産業省 中部近畿産業保安監督部 電力安全課長

事務局 （株）JERA O&M・エンジニアリング技術統括部 技術部
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12２．事故概要

③調査の経緯

実施した
こと

第1回（2/10） 第2回（3/13） 第3回（4/30）

• 現場調査

• ビデオ映像解析

• 運転データ解析

• 要因分析ツリー
策定（調査項
目設定）

• 現場機器分解調査

• 現場3Dデータ採取

• 粉じん濃度評価

• 投炭装置の詳細調査

• 異物の有無調査

• 試験装置による発熱
検証

事故原因の特定決定した
こと

第4回（9/3）

• 再発防止対策検討

• 搬送速度検証試験

• 要因分析による
原因と対策の確定

再発防止対策
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◼ 粉じん爆発とは：小さな粒子（粉じん）に空気中で火がつき、それが周囲の粉じんに燃え広
がり、大きな爆発が起きる現象

３．事故のメカニズムと原因

①粉じん爆発とは

粉じん
爆発

要素

粉じん

① 可燃性
粉じん

• 搬送中は、バイオマス粉じんが発生

③ 着火源
• 摩擦発熱によって堆積した粉じんに
着火

④ 酸素 • 燃料を搬送する部分は空気あり

• 事故発生時は木質バイオマス搬送中

• 空気中の粉じんの量が、爆発しやすい
濃さになっていることを確認

評 価

4つの要素が
重なり発生

② 濃度
（浮遊）
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P

N

粉じん 着火源

事故のメカニズム（複合的原因）

高速大量搬送により搬送流路内の
バイオマス粉じんが増加

＋

バンカ内部から投炭装置シュート
上部まで粉じん濃度が爆発下限界
以上に増加

ｽｸﾚｰﾊﾟが通常より下がった位置で固定

＋
ﾍﾞﾙﾄとｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄの間の摩擦が増加

＋
点検・清掃困難な部位に粉じんが堆積

＋
摩擦による発熱で堆積粉じんに着火

一次爆発の発生
バンカ囲い内粉じん飛散による二次爆発発生・伝播

• 今回の事象は、バイオマス燃料（ホワイトペレット）固有の特性に起因

• 燃料性状の違いにより石炭では同様な事故は発生しない

３．事故のメカニズムと原因

②事故のメカニズム
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乗継部

集じん機

３．事故のメカニズムと原因

受入搬送設備の粉じん発生メカニズム

ベルトコンベヤ
コンベヤ速度 ４m/s

摩擦・発熱リスク大

乗継部で衝突による衝撃
→粉化・粉じん多
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摩擦発熱・着火

摩擦発熱
堆積粉じんに着火
（清掃困難な狭隘部に粉じんが堆積）

３．事故のメカニズムと原因

②事故のメカニズム

投炭装置

バイオマス

Aバンカ
（バイオマス用バンカ）

昇降台

バイオマス

ベルトコンベヤ
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石炭のみの使用においては、今回と同様な事故は発生せず安全上問題ないと考えられる。

バイオマス（ホワイトペレット） 石 炭

粉じん濃度

着火源

事故事例(国内他社含む) 粉じん爆発事故事例が複数あり コンベヤ設備の粉じん爆発事故事例なし

３．事故のメカニズムと原因

③バイオマス燃料と石炭との比較

微粉量

粒径分布

系統内
粉じん濃度

爆発下限界
濃度

多い ホワイトペレットの約 1/5 程度

小さい粒が多く飛散しやすい
大きい粒が多く、表面水分もあるため
飛散しにくい

高い ﾎﾜｲﾄﾍﾟﾚｯﾄの約 1/500 程度（極めて低い）

小さい（95g/m3程度） 大きい（230g/m3程度）

実測値(乗継建屋等)：最大80g/m3程度 実測値(バンカ,サイロ)：2～7g/m3程度

堆積度合い 堆積しやすい 堆積は少ない

着火性 着火しやすい 着火しにくい
（最小着火エネルギーはﾎﾜｲﾄﾍﾟﾚｯﾄの10倍以上）

（最小着火ｴﾈﾙｷﾞｰ 12mJ以下） （最小着火ｴﾈﾙｷﾞｰ 300mJ以上）

発火性
自然発火のリスク高
（長期堆積による発酵発熱）

バイオマスと比較して長期堆積時の
発熱リスク低
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◼ 事故の原因となった粉じんおよび粉じん濃度の低減、着火源の防止を図る

◼ 海外プラントの事例を調査・現地視察の上、再発防止策・安全向上策を検討

４．再発防止対策

⓪再発防止対策・安全向上施策の全体内容

粉じん
爆発

要 素

① 可燃性
粉じん

• 搬送中は、バイオマス粉じんが発生
• コンベヤの速度を引き下げて
バイオマスの粉化を防止

• 集じん機の増強

• 空気搬送設備を設置して摩擦
を排除

• コンベヤの速度を引き下げて
摩擦発熱を防止

③ 着火源
• 摩擦発熱によって堆積した粉じんに
着火

② 濃度
（浮遊）

• 事故発生時はバイオマスを搬送中

• 空気中の粉じんの量が、爆発しやす
い濃さになっていることを確認

原 因 対 策

粉じん
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ボイラ

バイオマス
バンカ

石炭バンカ（５基）

バンカ囲い・ボイラ建屋

貯炭場

ベルトコンベヤ
（２条）

バイオマス
払出ホッパ

空気搬送配管

揚炭機

乗継建屋

爆発火災範囲

４．再発防止対策

⓪再発防止対策・安全向上施策の全体内容

燃料荷役設備
空気搬送式揚炭機設置
集じん機増強

受入搬送設備
ベルトコンベヤ速度引下げ※

集じん機増強

貯炭場
集じん機増強
ベルトコンベヤ速度引下げ

払出搬送設備
専用の空気搬送配管設置
バイオマス投炭装置撤去

橙：粉じん対策
紫：着火源対策
赤：粉じん対策および着火源対策

p.26

p.28

p.24

p.30～31
※粉じん対策と着火源対策のため
受入コンベヤの搬送速度見直し
を検討した結果、年間で受け入
れられるバイオマス燃料量が減
少し、バイオマス混焼率を当初
計画の17%から8%に変更予定

爆発
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②燃料荷役設備

バイオマス

③受入搬送設備

①払出搬送設備 ④貯炭場

石 炭

爆発火災範囲
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バイオマス

①払出搬送設備

石 炭

爆発火災範囲
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対策前

再発防止対策後

ボイラ

投炭装置

微粉炭機

バイオマス
バンカ

石炭バンカ（５基）

バンカ囲い・ボイラ建屋

乗継建屋

貯炭場

ベルトコンベヤ
（２条）

ボイラ

バイオマス
バンカ

石炭バンカ（５基）

バンカ囲い・ボイラ建屋

乗継建屋

貯炭場

ベルトコンベヤ
（２条）

バイオマス
払出ホッパ

空気搬送配管

爆発

４．再発防止対策

①払出搬送設備の再発防止対策

バイオマスは投炭装置
を使用しない

空気搬送装置を新設し
バイオマス専用化

投炭装置によるコンベヤから
バンカへの投炭

ベルトコンベヤによる搬送
（石炭とバイオで共用）

爆発火災範囲

爆発火災範囲
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②燃料荷役設備

バイオマス石 炭

爆発火災範囲
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揚炭桟橋

貯炭場へ

揚炭機A

待機
揚炭機B

待機

バイオマス
専用揚炭機

（空気搬送式）

揚炭桟橋

対策前（バイオマス受入時）

貯炭場へ

安全向上施策後（バイオマス受入時）

揚炭機B 揚炭機A

集
じ
ん
機

空気搬送式揚炭機

４．再発防止対策

②燃料荷役設備の安全向上施策

集じん機追設バイオマス専用の空気
搬送式揚炭機を新設

揚炭機２基を石炭，
バイオマスで共用

空気搬送式揚炭機
粉じん発生少
機械的摩擦なし

コンベヤ速度引下げ

バケット式揚炭機
粉じん増加リスク
機械的摩擦・異物衝突による着火リスク

バケット式揚炭機
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バイオマス

③受入搬送設備

石 炭

爆発火災範囲
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対策前

安全向上施策後

乗継部

乗継部

集じん機

集じん機

４．再発防止対策

③受入搬送設備の安全向上施策

ベルトコンベヤ
コンベヤ速度 ４m/s

コンベヤ速度 ２m/s以下

摩擦・発熱リスク大

乗継部で衝突による衝撃
→粉化・粉塵多

集じん機増強

乗継部で衝撃の回避
→粉化・粉じん少摩擦・発熱小
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バイオマス

④貯炭場

石 炭

爆発火災範囲
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４．再発防止対策

④貯炭場における現状の安全監視・消火体制

24時間常時発熱監視
＋

貯炭場内全域の水噴霧消火
（消火設備は手動起動）

受入コンベヤ

リクレーマ

バイオマス

払出コンベヤ

防火水槽

消火栓

可視
カメラ

検温棒

●

●

光ファイバ
水噴霧消火設備

（10m）

（10m）

サーモ
カメラ

光ファイバ

自火報消火器

中央操作室24時間常時監視

・サーモカメラ（24台）：表面温度監視
・可視カメラ（24台） ：発熱源特定
・検温棒：積山内部温度監視（無線送信）
・光ファイバ：コンベヤ温度監視
・自動火災報知機

監 視
水噴霧消火設備, 消火栓

・水噴霧消火設備(約1400ノズル)：貯炭場全域
・消火栓、給水栓（39箇所）：屋外、屋内
・消火器（321台）：大型、小型
・防火水槽（9基）：貯炭場全周

消 火

＜水噴霧消火装置起動時の状況＞・巡視、清掃、湿度監視
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４．再発防止対策
④貯炭場の安全向上施策

24時間常時発熱監視
＋

貯炭場内全域の水噴霧消火
（消火設備は遠隔操作化）

受入コンベヤ

リクレーマ

バイオマス

払出コンベヤ

防火水槽

可視
カメラ

検温棒

●

●

光ファイバ 水噴霧消火設備
（10m）

（10m）

サーモ
カメラ

光ファイバ

粉じん対策：集じん機設置
粉じん･着火源対策：コンベヤ速度引下げ

安全向上施策基本対策

集じん機

集じん機設置

コンベヤ速度引下げ

消火栓 消火器自火報

海

側

住

宅

側
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◼ 事故の原因となった粉じんおよび粉じん濃度の低減、着火源の防止を図るとともに、火災・爆発を抑制
する安全装置を設置する

４．再発防止対策

⓪再発防止対策の全体内容

粉じん
爆発

要 素

① 可燃性
粉じん

• 搬送中は、バイオマス粉じんが発生
• コンベヤの速度を引き下げて
バイオマスの粉化を防止

• 集じん機の増強

• 空気搬送設備を設置して摩擦
を排除

• コンベヤの速度を引き下げて
摩擦発熱を防止

③ 着火源
• 摩擦発熱によって堆積した粉じんに
着火

② 濃度
（浮遊）

• 事故発生時はバイオマスを搬送中

• 空気中の粉じんの量が、爆発しやす
い濃さになっていることを確認

原 因 対 策

万一爆発兆候が発生した際も、火災・爆発に至る前に抑制する
安全装置を設置

粉じん

リスク回避

二重安全
対策
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ボイラ

バイオマス
バンカ

石炭バンカ（５基）

バンカ囲い・ボイラ建屋

貯炭場

ベルトコンベヤ
（２条）

バイオマス
払出ホッパ

空気搬送配管

揚炭機

乗継建屋

爆発火災範囲

４．再発防止対策

⓪再発防止対策・安全向上施策の全体内容

燃料荷役設備
空気搬送式揚炭機設置
集じん機増強

受入搬送設備
ベルトコンベヤ速度引下げ※

集じん機増強

貯炭場
集じん機増強
ベルトコンベヤ速度引下げ

払出搬送設備
専用の空気搬送配管設置
バイオマス投炭装置撤去

橙：粉じん対策
紫：着火源対策
赤：粉じん対策および着火源対策
緑：安全装置設置 ※一部消火装置

p.26

p.28

p.24

p.30～31
※粉じん対策と着火源対策のため
受入コンベヤの搬送速度見直し
を検討した結果、年間で受け入
れられるバイオマス燃料量が減
少し、バイオマス混焼率を当初
計画の17%から8%に変更予定

安全装置設置 安全装置設置

安全装置設置安全装置設置

爆発
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◼ 万一爆発兆候が発生した際も、爆発抑制装置または爆発放散口/消炎ベントを設置し、

火災・爆発に至る前に抑制する

◼ 安全装置はバイオマス搬送設備のベルトコンベアおよび乗継部、集じん機、バンカ等に設置

爆発放散口・消炎ベント爆発抑制装置

一次爆発の圧力波を検知し瞬時に
消火剤を噴霧し、二次爆発を防止

一次爆発による圧力を放散口より
逃がすことで機器の損傷を防止
消炎ベントは火炎放散防止

４．再発防止対策

安全装置について

爆発抑制装置イメージ図

消炎ベント

放散口

爆発放散口
爆発抑制装置
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35４．再発防止対策

再発防止対策など一覧（まとめ）
設 備 対 策 対策効果

①払出搬送設備

JT4、JT5、JT6 集じん機増強 粉じん対策

JT7、JT8
バイオマス専用空気搬送設備設置
※石炭搬送時は使用

着火源対策

BC5A,B、BC6A,B

BC10、BC11、BC12

ベルト速度引下げ
集じん機増強

粉じん対策・着火源対策
粉じん対策

BC7A,B、BC8A,B、

BC9A,B

バイオマス専用空気搬送設備設置
※石炭搬送時は使用

着火源対策

➁燃料荷役設備 揚炭機
空気搬送式揚炭機の導入
集じん機増設

粉じん対策・着火源対策
粉じん対策

➂受入搬送設備

JT1、JT2、JT3 集じん機増強 粉じん対策

BC1、BC2、BC3
ベルト速度引下げ
集じん機増強

粉じん対策・着火源対策
粉じん対策

④貯炭場

室内 集じん機増強 粉じん対策

BC4
ベルト速度引下げ
集じん機増強

粉じん対策・着火源対策
粉じん対策
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装 置 概 要 設置目的 設置の考え方

爆発抑制装置
一次爆発の圧力波を検知し瞬時
に消火剤を噴霧

二次爆発防止
爆発伝播防止

･人が立ち入る範囲で爆発放散口を付けられない
箇所へ設置

爆発放散口
（消炎ベント）

一次爆発による圧力を放散口よ
り逃がすことで機器の損傷を防
止（消炎ベントは二次爆発防
止）

機器損傷の軽減
二次爆発防止

･人が立ち入らない範囲に設置
･立ち入らない方向へ放散口を設置
･放散先に設備がある場合など火炎を出せない
ところは消炎ベントを設置

消火装置
火災発生時に水などにより消火
を図るための装置（遠隔操作ま
たは自動）

火災発生時の消火
･搬送部は水消火（遠隔操作）
･容器（ホッパ，バンカ）は不活性ガス

火花検知器 赤外線センサにより火花を検知 火災発生防止
･次の工程への分界点に設置し火災を広げないよう
に火花検知により消火する

温度計測器
燃料や周囲の温度監視
（サーモカメラ，温度計等）

燃料発熱監視
火災の早期発見

･現状の光ファイバに加えサーモカメラを検討

可燃性ガス検知器
燃料発熱時に発生する可燃性ガ
ス（CO，メタン等）

燃料発熱監視
火災の早期発見

･燃料貯蔵部へ設置し自然発酵による発熱を監視

接地（アース）
機器を地面と電気的に接続し静
電気を逃がす

静電気除去
火花発生防止

･空気搬送配管，集じん装置，真空清掃システム
全体を接地

４．再発防止対策

安全装置など一覧（まとめ）
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1.発電所および事業の概要

2.事故概要

3.事故のメカニズムと原因

4.再発防止対策

5.今後の復旧方針

本日のご説明
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秘密情報 目的外利用・複製・開示禁止 株式会社JERA

38

石炭のみ運転条件

復旧時期
（目標）

2025年1月頃

バイオマス混焼（8%）

2026年度末頃

暫定復旧 本復旧

５．今後の復旧予定

暫定復旧と本復旧について

• 電力の安定供給に貢献するため、
夏季・冬季といった高需要期に稼働

備考

• 再発防止対策にもとづき、バイオ
マス混焼率は17%から8%に変更

• 安全性の確保を前提とした更なる
混焼率向上を検討

◼ バイオマスの混焼は再発防止策など実施し、しっかり安全を確保した上で運用を再開予定

◼ 当面は、今冬以降の高需要期において石炭のみの稼動を行なうことで電力の安定供給
確保に貢献
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Page 39 秘密情報 目的外利用・複製・開示禁止 株式会社JERA

【復旧方針】

① バイオマス混焼による復旧
ー 2026年度末頃、バイオマス混焼率は17％から8％となる見通し
ー 安全性の確保を前提に、混焼率の向上をめざしていく

② バイオマス混焼による復旧までの暫定措置
ー 今冬（2025年1月頃）以降、石炭のみの稼働
ー 夏季・冬季といった高需要期

【CO2排出削減に向けた対応】

①CO2排出量への追加対応
低需要期に武豊火力発電所の稼働抑制を計画的に実施

②CO2排出原単位への追加対応
低需要期に当社の他の石炭火力を稼働抑制し、ガス火力の稼働にシフト
することを計画的に実施

５．今後の復旧予定

武豊火力発電所における火災事故に対する復旧方針

武豊地域における
CO2総排出量は
変更なし
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秘密情報 目的外利用・複製・開示禁止 株式会社JERA

40５．今後の復旧予定

CO2排出削減に関する追加対応

◼ 電力の安定供給を前提に、春季・秋季といった低需要期に計画的なCO2排出低減を図る

• 武豊火力でのCO2総排出量の抑制

• 他の石炭火力の稼働を減らし、他のガス火力の稼働を増やす（下図参照）

他の石炭火力 他のガス火力

約半分

必要な発電量は確保しつつ、
CO2排出を低減

発電量 発電量

CO2

排出量

CO2

排出量

計画的な
他の石炭火力焚き減らし、
他のガス火力焚き増し
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秘密情報 目的外利用・複製・開示禁止 株式会社JERA

41

◼ 電力の需要と供給力に関する以下のようなリスクに対応するため、暫定的な措置として夏
季・冬季といった高需要期に石炭のみの稼働をすることで、電力の安定供給に貢献

気象の変動による需要増加

地政学影響による燃料調達支障

発電所の計画外停止等による
供給力低下

５．今後の復旧予定

暫定復旧の必要性（電力の安定供給に貢献）

厳冬、酷暑により電力需要が増加

資源国の情勢不安により、液化天然ガスの調達支障
が発生

発電所の不具合により供給力が低下

電力消費増加による需要増加
オール電化、EVなどの需要増加に加え
データセンター、半導体工場新増設により需要が増加

想定されるリスク項目 具体例



42

秘密情報 目的外利用・複製・開示禁止 株式会社JERA

42
５．今後の復旧予定

【過去事例】2021年冬季に発生した電力需給ひっ迫

◼ 2021年冬季には、想定していなかった断続的な寒波や発電所トラブル等の複合的要因
が重なり、需給ひっ迫が発生

気象の変動による需要増加

地政学影響による燃料調達支障

発電所の計画外停止等による
供給力低下

• 断続的な寒波（平均気温が平年より約2℃低下）

• 産出国の設備トラブル

• 石炭火力の計画外停止
• 積雪による太陽光発電量の低下
• 原子力の定期検査、再稼働の未進展

要 因 内 容

複合的に同時発生

（今回）電力消費の増加
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秘密情報 目的外利用・複製・開示禁止 株式会社JERA

43
５．今後の復旧予定

今冬の需給見通し

◼ 今冬にかけて、電力量の余力が少なく、特に3月において電力量が不足の想定であり、
電力量の追加確保が期待されており、武豊火力での貢献が可能

出典：2024年度供給計画取りまとめ_広域機関（2024/3/29）

全国の電力量（kWh）のバランス

電力量の追加確保
が期待されている
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秘密情報 目的外利用・複製・開示禁止 株式会社JERA

44５．今後の復旧予定

データセンターや半導体工場の新増設等による需要増加の可能性

出典：電力広域的運営推進機関 2024年度需要想定、 2024年度供給計画とりまとめ より作成

◼ データセンターや半導体工場の新増設等により、2025年度は126万kW、2026年度は
202万kWと、足元から電力需要増加の可能性が示されている

全国の想定最大需要電力
全国のデータセンター・半導体の
新増設に伴う想定最大需要電力

[万kW,送電端]

2024年度 2025年度 2026年度 2024年度 2025年度 2026年度

ｵｰﾙ電化、EVなどで
消費量の底上げ

[万kW,送電端]

さらに
消費量が増大
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45５．今後の復旧予定

今後のスケジュール

項 目

2024年 2025年

12月 １月

2～ 9～ 16～ 23～ 30～ 6～ 13～ 20～ 27～

住民の皆さまへの
説明会

（東大高公民館）

コンベヤ試運転

プラント試運転

運 転
（石炭のみ）

◎12/8

※高需要期のみ運転

12/14～

注）バイオマス混焼による運転については、再発防止対策を実施し2026年度末頃の復旧を目指す

安全確認
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最後に

⚫今後、再発防止対策の徹底を図り、二度と事故を起こさないよう
設備を復旧し、運用してまいります。

⚫引き続き、皆さまからご安心頂ける発電所を目指してまいります。

⚫本日は、ご清聴ありがとうございました。



© 2024 JERA Co., Inc. All Rights Reserved.

47

補足説明資料
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今回の事故は、着火源が存在したことにより、

粉じん爆発が発生する条件が重なり発生

４．原因の調査結果

⑤まとめ

「燃料を落とす板」～「ベルト」～「ベルトを支える板」で過大な力が働き

「ベルトを支える板」がベルトとの摩擦により発熱し

「ベルトを支える板の下に堆積していた粉じん」に板の熱が伝わり着火

5/23付 地域の皆さまへのご説明資料抜粋



© 2024 JERA Co., Inc. All Rights Reserved.

49

事故の推定メカニズム（全体）1/5

投炭装置

摩擦発熱・着火

摩擦発熱
堆積粉じんに着火
（清掃困難な狭隘部に粉じんが堆積）

4/30付 「武豊火力発電所における火災事故について」 資料抜粋（5/1プレス発表）
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事故の推定メカニズム（粉じん濃度）2/5

1

1

2

2

4
4

3
3

バイオマス燃料の高速大量搬送により粉じんが多量に発生

コンベア上のホワイトペレットの分析結果
微粉率は30%程度(積地では3%程度）と搬
送による微粉化が認められた

微粉率（％）

11 22 33 44

4/30付 「武豊火力発電所における火災事故について」 資料抜粋（5/1プレス発表）
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事故の推定メカニズム（粉じん濃度）3/5

投炭装置のシュートからバンカ内部の粉じん濃度は爆発下限界濃度以上であった
と想定され、着火源の存在により爆発に至る環境であった。

＜評価内容＞
・流動解析(CFD)によるバンカ内の上昇流速の確認
・終末沈降速度からの浮遊し続ける粒⼦最大径の算出
・粉化したバイオマス粉の粒度分布からの浮遊率を評価
・シュート～バンカ内の粉じん濃度を評価

粉じん濃度＝ ペレット投入量× 微粉率× 浮遊率÷空間容積

＜評価結果＞
・シュート～バンカ内の粉じん濃度は2,000g/m3以上
・スクレーパ部においても粉じん濃度は300g/m3以上

(いずれも爆発下限界濃度を十分に上回る）

【ﾊﾞﾝｶ内】

【ｼｭｰﾄ】

4/30付 「武豊火力発電所における火災事故について」 資料抜粋（5/1プレス発表）
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スクレーパ
（2段目）

昇降台

スクレーパ

２段目 １段目

Aバンカ投炭装置BC9(B）スクレーパ(2段目)吊りロッド

昇降台
上
昇

昇降台カバープレート

ベルト

スクレーパ

上方移動を妨げ

拡大

ローラ

事故の推定メカニズム（着火源） 4/5

BC9Bカバープレート部の摩擦・発熱

20mm程度
低い位置で固定

吊りロッドの位置は、20ｍｍ
程度低い位置で固定され、調
整部の下面に止めナットが締
付されていた。

これにより、スクレーパの上
方移動が妨げられる状態に
なっていた。

スクレーパ～昇降台間で過大
な力が作用し、プレートがベ
ルトとの摩擦によって発熱、
堆積した粉じんへの着火に
至ったものと考えられる

昇降台位置の
ズレ等が発生

カバープレート
下部（点検・清
掃困難）に粉じ
んが堆積

4/30付 「武豊火力発電所における火災事故について」 資料抜粋（5/1プレス発表）
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事故の推定メカニズム（着火源） 5/5

BC9Bカバープレート部の摩擦・発熱

投炭装置

4/30付 「武豊火力発電所における火災事故について」 資料抜粋（5/1プレス発表）


